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論文内容の要旨
乙の論文はテレビジョン撮像管ピディコンの試作，動作特性とその改善に関する実験的研究につい
てまとめたものであり 5 章からなっている。
第 1 章では，ピディコンの原理，応用および各方面でなされた研究を概観的に紹介し，本研究の意
義をあきらかにしているo
第 2 章では，ピディコンの製作法に関する問題をとりあげている。管の設計と製作の概要を述べる
とともに，管の特性に関連する製作技術上の諸問題を検討し，その解決方法を示している。また，光
導電膜材料として三硫化アンチモンを選び，蒸着源の成分比，その他の蒸着条件と竹の感度，残像と
の関係を詳細に検討して，ビディコン光導電膜製作のための最適蒸着法をみいだしている。
第 3 章では，ピディコンの特性試験法，特性測定の結果および、特性の表現法について述べている口
まず試作した試験装置を紹介し，ピディコンの光電感度，残像，分光感度等の重要な特性の試験法に
ついておのおの数種類の試験法をあげ，実験の結果からそれぞれの得失を論じて問題点をあきらかに
し，理論と実際の両面からみて最も有用な試験法と特性表現法を提案している。また，ピディコンの
特性の温度，放射線による影響について調べ，さらにビーム・ランディング・エラーとその補償法に
ついての実験結果についても述べている。
第 4 章では，ピディコンの感度制御による動作光量域拡大についての実験をとりあげている。本制
御は，ピディコンの出力信号を用いて信号電極電圧を制御し，実効的な r (光量対出力信号特性)を
低下させることによって，より広い光量の領域にわたって良好な画像を得ようとするものである。ま
ず本方式による制御の理論的検討を行なし九制御効果の一般式を求め，次に制御 l乙対するピディコン
の諸特性の影響を求めた。制御により信号電極電圧が変動した場合のピディコンの信号応答について
の実験を行ない，さらに制御系の安定度について検討している。これらにより，本制御方式の問題点
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があきらかとなり，設計法も確立され，本制御方式が有用であるととが示されている。
第 5 主主は各章で得られた結果のまとめである。
論文の審査結果の要旨
本論文における主な業績はつぎのように要約される。
(1) :ピディコンの実用化に伴う技術的諸問題を分析して，その具体的解決方法を示した。
(2): 三硫化アンチモン光導電膜について，その蒸着条件と管の感度，残像，暗電流などの諸特性との
関係、を詳細に検討して，最適の蒸着方法をみいだした。ことにガス雰囲気蒸着と真空蒸着による複
合膜の製法の確立は特筆される。
(3) 理論と応用の両面から検討して，有用かっ実用的なピディコンの特性表現法ならびに特性試験法
を開発提案した。
但) 信号電極電圧を制御して，ピディコンの動作光量域を拡大する方法を提案し，実際にその有用性
の高いことを明らかにした。
以上の成果は，その後のわが国におけるピディコンの研究発展ならびに実用化を刺戟し，また日本
電子機械工業会の撮像管試験法および規格の制定にも少なからず示唆を与えるなど，本論文は電子工
学ならびに工業上寄与するところ大であり，博士論文として価値あるものと認める。
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